
（２）

１４・１１・３

議
員

「
同
時
多
発
テ
ロ
」
後
の
ブ
ッ

シ
ュ
政
権
の
対
応
は
疑
問
で
、
追
随
し

て
自
衛
隊
海
外
派
兵
を
強
行
し
た
小
泉

政
権
は
肯
定
で
き
な
い
。
本
市
も
対
テ

ロ
の
観
点
で
取
組
み
が
な
さ
れ
た
よ
う

だ
が
、
状
況
分
析
と
評
価
を
問
う
。

市
長

自
治
体
と
し
て
平
和
実
現
に
ど

う
関
わ
れ
る
か
、
地
道
に
取
組
み
を
進

め
る
以
外
に
な
い
。
テ
ロ
・
大
規
模
事

故
等
を
念
頭
に
置
い
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

議
員

13
年
度
決
算
は
、
市
税
収
入
が

0.6
％
、
約
２
億
円
の
減
で
、
低
水
準
だ
。

そ
の
状
況
下
、市
は
、適
切
な
行
財
政
改

革
と
補
助
金
等
の
獲
得
に
全
力
を
注

ぎ
、健
全
財
政
を
維
持
し
つ
つ
、先
駆
的

な
事
業
展
開
を
し
て
き
た
。一
方
、武
蔵

野
市
で
は
、
約
15
％
市
税
収
入
が
増
加

し
て
い
る
。ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

市
長

武
蔵
野
市
で
は
、
あ
る
一
法
人

の
持
ち
株
売
却
に
伴
う
譲
渡
所
得
に
よ

り
、法
人
市
民
税
が
増
収
し
た
た
め
だ
。

議
員

市
は
、
①
12
年
度
に
職
務
給
制

度
、
13
年
度
に
人
事
考
課
制
度
を
導
入

し
た
。
成
果
を
聞
く
②
嘱
託
員
等
を
活

用
し
、正
規
職
員
の
配
置
を
見
直
し
、人

ま
ち
づ
く
り
三
鷹
と
市
政
に
つ
い
て

民
主
市
民
連
合

¸
井
　
幹
事
長

適
切
な
行
革
で
健
全
財
政
維
持
を

グ
ル
U
プ
21

吉
田
　
幹
事
長

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
に
変
身
か

政
新
ク
ラ
ブ

石
井
　
幹
事
長

施
策
を
市
民
生
活
に
反
映
さ
せ
よ

公
明
党

丹
羽
　
幹
事
長

教
育
環
境
の
格
差
を
是
正
せ
よ

公
明
党

緒
方
　
議
員

作
成
す
る
な
ど
し
た
。

議
員

㈱
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
は
、
利
潤

追
求
と
い
う
株
式
会
社
の
社
会
的
義
務

と
公
共
性
と
の
両
立
が
課
題
だ
。
ま
ち

づ
く
り
に
関
し
市
に
要
望
し
た
ら
、
同

社
の
意
向
確
認
が
必
要
で
、
市
で
は
判

断
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
市
民
が
い

る
。
全
く
も
っ
て
本
末
転
倒
で
あ
る
。

市
政
と
同
社
の
業
務
展
開
と
の
関
係
性

に
つ
い
て
市
長
の
所
見
を
問
う
。

市
長

条
例
と
協
定
で
、
同
社
は
、
市

の
方
針
を
踏
ま
え
市
に
協
力
す
る
と
定

め
て
い
る
。
指
摘
の
職
員
の
対
応
は
事

実
な
ら
本
末
転
倒
だ
。
同
社
の
業
務
展

開
と
市
政
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
熟
知

さ
せ
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

議
員

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
の

検
討
委
員
会
は
、
ふ
じ
み
衛
生
組
合
の

隣
接
地
に
大
規
模
ガ
ス
化
溶
融
炉
を
建

設
す
る
方
向
が
前
提
の
よ
う
だ
と
い
う

声
が
多
い
。今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

確
認
の
意
味
で
市
長
の
考
え
を
問
う
。

市
長

適
地
や
処
理
方
式
は
現
時
点
で

妥
当
な
も
の
を
示
し
た
。
こ
の
素
案
を

議
員

①
学
校
の
冷
房
を
含
む
空
調
環

境
は
、児
童
・
生
徒
の
家
庭
で
の
空
調
普

及
率
と
比
べ
、
著
し
い
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

る
。
J

対
応
策
K

扇
風
機
利
用
へ
の
考

え
―
―
を
示
せ
②
市
内
小
・
中
学
校
の

ト
イ
レ
、
ト
イ
レ
臭
の
改
善
に
関
し
、

J

現
状
K

洋
式
ト
イ
レ
採
用
の
数
と
方

向
性
―
―
を
問
う
③
食
器
改
善
事
業
は

食
器
洗
浄
機
等
の
関
連
設
備
や
破
損
分

の
補
て
ん
ま
で
、
多
大
な
財
政
負
担
が

伴
う
。し
か
し
、こ
れ
ら
を
上
回
る
、
マ

ナ
U

の
育
成
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

J

改
善
状
況
を
聞
く
K

前
倒
し
で
取
り

組
む
べ
き
だ
④
Ｉ
Ｔ
関
係
で
、
市
内
各

学
校
の
整
備
格
差
と
、学
年
間
、学
級
間

で
の
活
用
の
格
差
が
心
配
だ
。
J

各
学

級
、
各
教
室
で
イ
ン
タ
U

ネ
ッ
ト
接
続

が
可
能
な
環
境
へ
の
考
え
を
聞
く
K

パ

ソ
コ
ン
を
授
業
に
活
用
で
き
る
教
員
の

割
合
を
示
せ
L

パ
ソ
コ
ン
の
教
科
で
の

活
用
例
を
聞
く
M

「
学
校
・
家
庭
・
地
域

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
」
実
践
校
等
と
一
般

よ
り
快
適
な
住
環
境
に

公
明
党

永
原
　
議
員

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
の
推
進
を

公
明
党

丹
羽
　
議
員

件
費
抑
制
に
も
努
め
た
。成
果
を
示
せ
。

総
務
部
長

①
職
員
の
今
後
の
目
標
等

に
つ
い
て
、
管
理
職
に
よ
る
フ
ォ
ロ
U

面
接
を
行
う
点
は
意
義
が
あ
る
②
14
年

度
の
職
員
数
は
１
千
178
人
だ
。
８
年
度

と
の
比
較
で
は
、
156
人
の
減
、
14
億
300

万
円
の
人
件
費
の
抑
制
を
し
た
。

議
員

一
般
会
計
の
収
入
未
済
額
が
約

21
億
円
、
前
年
度
比
較
で
1.4
％
の
減
と

改
善
は
し
た
。一
層
の
努
力
が
必
要
だ
。

市
長

同
感
だ
。悪
質
な
滞
納
者
に
は
、

厳
し
い
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

議
員

三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
循
環

ル
U

ト
は
、
従
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
考
え
方
で
あ
る
交
通
不
便
地
域
の

設
先
行
も
あ
り
得
る
と
思
う
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
み
た
か
市
民
プ
ラ

ン
21
会
議
に
つ
い
て
／
農
業
振
興
事
業

に
つ
い
て
／
ア
ニ
メ
U

シ
ョ
ン
美
術
館

に
つ
い
て
／
建
築
確
認
事
務
に
つ
い
て

／
学
校
Ｉ
Ｔ
化
に
伴
う
電
磁
波
障
害
対

策
に
つ
い
て
／
教
科
書
採
択
に
つ
い
て

た
た
き
台
と
し
て
様
々
な
観
点
か
ら
活

発
な
議
論
を
期
待
し
て
い
る
。
建
設
時

期
は
強
い
て
調
布
市
の
事
情
に
合
わ
せ

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
調
布
市
の
施

議
員

本
市
は
平
成
13
年
度
、
子
育
て

支
援
、
ジ
ブ
リ
関
連
事
業
、
市
民
参
加

な
ど
、
確
実
に
挑
戦
し
続
け
て
き
た
。

だ
が
、
そ
の
挑
戦
の
姿
勢
は
、
オ
ン
リ

解
消
と
は
違
う
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

に
つ
い
て
、
①
市
民
の
利
便
性
に
立
っ

た
見
直
し
を
せ
よ
②
電
気
自
動
車
「
Ｋ

Ａ
Ｚ
」
の
導
入
計
画
を
伺
う
。

市
長

①
全
国
初
の
乗
り
継
ぎ
運
賃
制

度
を
検
討
中
だ
②
国
も
支
援
体
制
に
あ

る
。
多
額
の
研
究
開
発
費
が
課
題
だ
。

議
員

外
部
の
指
導
員
を
活
用
し
た
小

・
中
学
校
ク
ラ
ブ
活
動
指
導
事
業
の
、

①
実
施
状
況
②
課
題
―
―
を
聞
く
。

教
育
長

①
13
年
度
で
小
学
校
５
校
に

10
人
、全
中
学
校
に
12
人
を
、各
校
年
間

50
回
派
遣
し
た
②
人
材
の
確
保
等
だ
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉東
台
保
育
園
／
Ｉ
Ｔ

講
習
事
業
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
な
ど

民
協
議
会
中
心
の
地
域
型
と
市
民
プ
ラ

ン
21
会
議
の
テ
U

マ
型
と
は
、
そ
れ
ぞ

れ
長
所
、
短
所
が
あ
る
は
ず
だ
。
構
想

の
策
定
で
は
、
住
協
と
の
連
携
の
点
で

問
題
は
な
か
っ
た
か
②
三
鷹
の
ま
ち
づ

く
り
に
お
け
る
住
協
の
役
割
を
問
う
。

市
長

①
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い

②
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の

パ
U

ト
ナ
U

と
し
て
連
携
し
て
い
く
。

議
員

市
立
ア
ニ
メ
U

シ
ョ
ン
美
術
館

が
、
13
年
10
月
に
オ
U

プ
ン
し
た
。
こ

の
民
間
事
業
者
が
主
導
し
て
運
営
す
る

新
た
な
手
法
は
、
三
鷹
の
ま
ち
づ
く
り

等
に
ど
ん
な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

企
画
部
長

マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
注
目
さ

れ
、
一
定
の
地
盤
が
で
き
つ
つ
あ
る
。

議
員

規
制
緩
和
を
受
け
、
市
立
東
台

保
育
園
は
、
公
設
民
営
保
育
園
と
し
て

13
年
４
月
に
ス
タ
U

ト
し
た
。
市
民
や

他
の
公
立
保
育
園
へ
の
影
響
を
示
せ
。

健
康
福
祉
部
次
長

保
護
者
か
ら
は
好

評
だ
。
公
立
保
育
園
の
運
営
検
討
会
で

は
、
改
善
事
項
を
検
討
し
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
少
子
対
策
／
市
営

住
宅
／
い
じ
め
、
不
登
校
問
題

議
員

子
育
て
支
援
策
で
は
一
層
の
推

進
、充
実
が
必
要
だ
。①
課
題
を
聞
く
②

待
機
児
童
の
現
状
は
厳
し
い
。
J

現
況

K

問
題
解
決
へ
の
決
意
―
―
を
聞
く
。

市
長

②
K

全
力
で
取
り
組
み
た
い
。

健
康
福
祉
部
次
長

①
身
近
な
地
域
で

の
子
育
て
交
流
、
子
育
て
相
談
が
可
能

な
環
境
づ
く
り
、
児
童
虐
待
の
予
防
等

だ
②
J

150
人
強
の
待
機
児
童
が
い
る
。

議
員

学
校
の
耐
震
補
強
工
事
は
早
く

取
り
組
む
べ
き
だ
。
①
耐
震
診
断
調
査

の
状
況
②
今
後
の
計
画
―
―
を
聞
く
。

教
育
長

①
全
て
終
了
し
た
②
地
震
防

災
対
策
特
別
措
置
法
の
補
助
制
度
を
活

用
し
、緊
急
度
の
高
い
順
に
対
応
す
る
。

議
員

①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別

収
集
に
関
し
て
、
J

試
行
で
の
課
題
K

市
内
全
域
で
の
実
施
予
定
―
―
を
伺
う

②
カ
ラ
ス
対
策
に
は
夜
間
収
集
が
一
番

効
果
が
高
い
。
三
鷹
駅
前
周
辺
の
夜
間

議
員

新
川
地
域
に
は
、
い
く
つ
か
の

「
迷
惑
施
設
」が
あ
る
。最
近
で
は
、宗
教

法
人
に
よ
る
墓
地
造
営
計
画
も
あ
る
。

そ
の
関
連
で
、「
市
営
新
川
住
宅
の
跡

地
が
火
葬
場
に
な
る
」
と
の
風
評
が
あ

っ
た
が
、
前
回
の
私
の
一
般
質
問
で
解

消
し
た
。
し
か
し
今
度
は
、「
第
１
処

理
場
が
火
葬
場
に
な
り
、
完
成
間
も
な

い
第
五
中
学
校
の
温
水
プ
U

ル
が
７
年

後
に
壊
さ
れ
る
」
と
の
風
評
が
あ
る
。

①
周
辺
住
民
は
住
環
境
の
悪
化
を
懸
念

し
不
安
な
毎
日
を
送
っ
て
い
る
が
、
ど

う
か
②
第
１
処
理
場
は
、
約
28
億
円
を

校
と
の
格
差
是
正
の
取
組
み
を
伺
う
。

教
育
長

①
J

国
の
補
助
内
容
も
不
明

確
だ
。
市
長
と
も
十
分
協
議
し
対
応
し

た
い
K

十
分
検
討
し
た
い
③
J

全
小
・

中
学
校
22
校
中
10
校
だ
K

年
次
計
画
で

整
備
し
た
い
④
J

努
力
し
た
い
K

小
学

か
け
て
改
修
し
、長
期
間
使
用
可
能
だ
。

一
方
、
調
布
市
と
共
同
で
新
ご
み
処
理

施
設
の
計
画
も
あ
る
。
当
施
設
稼
働
後

は
、
第
１
処
理
場
の
跡
地
利
用
が
課
題

で
あ
る
。快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

そ
し
て
、
世
界
レ
ベ
ル
の
環
境
教
育
が

推
進
で
き
る
よ
う
な
、
環
境
学
習
セ
ン

タ
U

を
設
置
す
べ
き
だ
③
13
年
度
に
改

修
し
た
第
五
中
学
校
の
全
天
候
型
温
水

プ
U

ル
は
、
本
年
５
月
か
ら
一
般
開
放

さ
れ
て
い
る
。
J

利
用
者
数
を
示
せ
K

監
視
員
の
体
制
を
聞
く
L

指
導
員
の
配

置
は
で
き
な
い
か
M

課
題
を
問
う
。

市
長

①
風
評
の
よ
う
な
こ
と
は
全
く

な
い
②
選
択
肢
の
一
つ
と
し
た
い
。

教
育
長

③
L

地
域
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
考
え
て
い
き
た
い
M

現
在
、
暖

房
設
備
が
未
整
備
の
状
況
だ
。

教
育
委
員
会
事
務
局
次
長

③
J

８
月

ま
で
の
利
用
者
数
は
、
延
べ
３
千
614
人

と
少
な
い
。
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
K

平
日

は
、
監
視
責
任
者
１
人
、
監
視
員
３
人
、

設
備
管
理
者
１
人
の
体
制
で
あ
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
小
・
中
学
校
空
き

教
室
の
利
用
に
つ
い
て

校
で
68
％
、中
学
校
で
89
％
だ
L

算
数
、

数
学
で
の
ド
リ
ル
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
利

用
等
だ
M

対
象
校
等
の
実
験
研
究
等
を

基
本
に
全
校
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

教
育
委
員
会
事
務
局
総
括
次
長

②
J

年
２
回
の
特
別
清
掃
で
改
善
し
た
K

小

学
校
156
カ
所
、
中
学
校
106
カ
所
だ
。
排

水
管
等
の
改
修
と
あ
わ
せ
、取
り
組
む
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
言
語
治
療
・
聴
覚

検
査
の
取
組
み
な
ど

議
員

①
本
年
８
月
、
国
連
の
環
境
・

開
発
サ
ミ
ッ
ト
が
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
で

開
幕
し
た
。
世
界
が
大
い
に
成
果
を
期

待
し
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
市
長
の
所

感
を
伺
う
②
都
市
部
で
は
ヒ
U

ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
が
年
々
進
行
し
て
い
る
。

こ
の
現
象
は
環
境
悪
化
を
も
た
ら
し
、

健
康
面
へ
の
悪
影
響
も
心
配
さ
れ
る
。

ヒ
U

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
と
し
て
は
、

ビ
ル
等
の
屋
上
や
壁
面
の
緑
化
推
進
が

重
要
と
考
え
る
。
国
や
東
京
都
は
本
格

的
に
取
組
み
を
始
め
て
お
り
、
三
鷹
市

も
連
携
し
、
さ
ら
に
は
市
独
自
で
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。
J

屋
上
緑
化

等
の
推
進
に
つ
い
て
見
解
を
示
せ
K

具

体
的
な
対
策
を
伺
う
③
本
市
で
も
年
々

緑
が
減
っ
て
い
る
。
市
役
所
の
本
庁
舎

を
中
心
に
、
学
校
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

セ
ン
タ
U

な
ど
、
ま
ず
公
共
施
設
か
ら

屋
上
緑
化
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。
現
状

を
伺
う
④
屋
上
緑
化
の
技
術
は
、
今
後

さ
ら
に
進
歩
す
る
と
思
う
。
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
収
集
し
、
市
民
に
と
っ
て
魅

力
的
な
緑
化
推
進
を
期
待
し
た
い
。
公

共
施
設
に
お
け
る
屋
上
緑
化
の
今
後
の

計
画
は
ど
う
か
⑤
民
間
施
設
、
一
般
住

宅
な
ど
の
屋
上
緑
化
に
つ
い
て
も
協
力

を
得
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
緑
化
の
推

進
に
向
け
た
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

①
会
議
に
は
強
く
期
待
し
て
い

る
。
市
で
も
環
境
保
全
等
に
積
極
的
に

取
り
組
み
た
い
②
J

地
上
部
の
緑
化
と

あ
わ
せ
、
屋
上
緑
化
等
も
進
め
る
べ
き

だ
と
考
え
る
K

緑
化
基
準
に
基
づ
い
て

事
業
者
等
を
指
導
し
て
い
る
③
芸
術
文

化
セ
ン
タ
U

等
に
整
備
し
た
④
策
定
中

の
緑
と
水
の
基
本
計
画
に
盛
り
込
み
た

い
⑤
Ｐ
Ｒ
等
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

議
員

道
路
公
団
民
営
化
が
議
論
さ
れ

て
い
る
現
在
、
三
鷹
を
通
る
中
央
自
動

車
道
の
課
税
・
料
金
の
問
題
も
大
転
換

期
に
あ
る
と
い
え
る
。
課
税
の
点
で
言

え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
は
、
高
速

道
路
の
建
設
費
の
償
却
を
終
え
る
ま
で

の
期
間
、
料
金
徴
収
が
さ
れ
て
お
り
、

収
益
事
業
で
は
な
い
こ
と
か
ら
非
課
税

扱
い
と
し
て
い
る
。
仮
に
、
課
税
す
れ

ば
市
の
大
き
な
財
源
に
な
る
。
料
金
に

つ
い
て
は
、
高
井
戸
か
ら
八
王
子
間
の

三
鷹
料
金
所
を
含
む
高
速
道
路
の
あ
り

方
が
積
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
①

ヒートアイランド対策には屋上緑化も重要だ

……芸術文化センターの屋上緑化

民
営
化
に
進
む
と
有
料
化
が
永
久
に
続

く
こ
と
に
な
り
、
中
央
自
動
車
道
へ
の

課
税
を
非
課
税
と
し
て
い
る
根
拠
が
崩

れ
る
。
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
見
解

を
示
せ
②
高
井
戸
か
ら
河
口
湖
間
の
高

速
道
路
建
設
費
の
償
却
は
随
分
前
に
終

っ
て
い
る
。
J

高
井
戸
か
ら
八
王
子
間

に
つ
い
て
、
三
鷹
料
金
所
を
廃
止
し
て

首
都
高
速
と
一
体
化
す
る
取
組
み
が
で

き
な
い
か
聞
く
K

当
面
の
課
題
と
し

て
、
調
布
イ
ン
タ
U

か
ら
高
井
戸
間
の

通
行
料
を
、
現
行
の
600
円
か
ら
半
額
の

300
円
に
引
き
下
げ
る
よ
う
に
、
関
係
機

関
に
働
き
か
け
を
す
べ
き
だ
。
所
見
を

伺
う
。

市
長

①
国
の
検
討
の
結
果
に
よ
っ
て

は
、
地
方
財
政
が
大
変
厳
し
い
中
で
、

公
共
と
い
っ
て
も
、
筋
の
通
ら
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
、
当
然
、
固
定
資
産
税

の
課
税
も
あ
り
得
る
②
J

市
長
会
を
通

じ
て
、
さ
ら
に
強
く
要
望
し
て
い
き
た

い
K

戦
略
・
戦
術
を
踏
ま
え
て
、
少
し

強
力
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
道
路
行
政
に
つ
い

て 収
集
を
広
げ
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

生
活
環
境
部
長

①
J

分
別
率
が
50
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
地
域
も
あ
っ
た
点

等
だ
K

早
期
に
全
市
的
な
拡
大
を
検
討

し
た
い
②
現
時
点
で
は
な
い
。

議
員

①
三
鷹
台
駅
前
周
辺
地
区
整
備

事
業
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
伺
う
②
三
鷹

駅
南
口
駅
前
広
場
整
備
事
業（
第
２
期
）

の
現
状
、
今
後
の
取
組
み
を
示
せ
。

都
市
整
備
部
長

①
三
鷹
台
駅
前
周
辺

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
早
期
設
置

に
向
け
、
市
民
と
協
働
で
取
り
組
む
②

用
地
取
得
率
が
56
％
だ
。
今
後
は
用
地

買
収
に
重
点
を
絞
り
、取
り
組
み
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
緑
化
推
進

一般

質問

一般

質問

一般

質問

一般

質問

一般

質問

一般

質問

一般

質問

一般

質問

一般

質問

一般

質問

一般

質問

一般

質問

一般

質問

一般

質問

一般

質問

一般

質問

一般

質問

新
川
中
原

地
　
　
区

U

ワ
ン
か
ら
ナ
ン
バ
U

ワ
ン
の
ま
ち
づ

く
り
に
変
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長

変
っ
て
は
い
な
い
。
こ
れ
か
ら

も
三
鷹
ら
し
い
オ
ン
リ
U

ワ
ン
の
施
策

を
、
地
道
に
展
開
し
て
い
き
た
い
。

議
員

分
権
時
代
を
迎
え
、
残
さ
れ
た

課
題
は
財
源
の
移
譲
で
あ
る
。
本
市
は

こ
の
年
度
、
国
、
東
京
都
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
補
助
金
等
を
獲
得
し
て
き
た
が
、

効
果
的
活
用
の
点
か
ら
所
見
を
示
せ
。

市
長

あ
く
ま
で
も
市
民
福
祉
や
財
政

面
な
ど
を
ト
U

タ
ル
に
考
え
、
三
鷹
の

権
益
に
沿
い
事
業
実
施
を
決
断
す
る
。

議
員

新
基
本
構
想
の
策
定
で
は
、
従

来
の
地
域
型
で
は
な
く
、
テ
U

マ
型
の

市
民
参
加
の
手
法
が
と
ら
れ
た
。
①
住

中
央
道
三
鷹
料
金
所
の
撤
廃
を

公
明
党

久
保
田
　
議
員

議
員

本
市
に
は
「
効
率
的
で
開
か
れ

た
自
治
体
」
日
本
一
と
の
評
価
が
あ
る

が
、
市
民
の
評
価
こ
そ
大
切
だ
。

市
長

市
民
の
信
頼
を
得
る
前
提
と
し

て
、こ
の
考
え
方
を
今
後
も
重
視
す
る
。

議
員

税
源
移
譲
の
問
題
は
解
決
の
糸

口
が
見
え
な
い
。
地
方
交
付
税
等
の
見

直
し
も
あ
わ
せ
国
に
働
き
か
け
よ
。

市
長

様
々
な
機
会
を
と
ら
え
、
強
力

に
発
言
し
、
行
動
し
て
い
き
た
い
。


